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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
ていく事

＜連絡事項＞

・本日16:00～繁名和恵様　ケース会議。ご家族・本人も出席予定。

・3/31 17：00～過去１年間の使用実績の無いファイルの整理実施。
移動実施後のファイルについてのお問い合わせは、各部署の電算化委員まで。

＜食事提供について＞

・注文は、前日の12：00までに行う。（4/2分については当日の9：00まで）

・追加注文は当日9：00まで。追加の上限数については確認中。

・キャンセルは出来ない。

・食券をまとめて購入した場合の返金については、現在は不明。

・食券と発注人数の確認を必ず行う。

・しょう油やソースを補充してもらう時は、空容器と交換する。（1F）

・おかずはまとめて容器に入ってくる為、ホテルパンに移し変えて温める。（2F）

・1Fは従来通りホテルパンにおかずが入ってくる。

・米は、10kg単位で配送。青風荘で注文し、青風荘に配送し青陽館で御飯を炊く。

・米1人分　90g、炊いた状態で1人分200g。

・味噌1人～7人10g、8人～15g。（青風荘入所者）

＜利用者様情報＞

・巴　　勇樹　様～他部署スタッフから、外来で高笑いが止まらなかった事、見知らぬ患者から煙草を貰っていたと情報提供あり。

・平　　京子　様～昨日15：30顔面蒼白となり呼名反応の鈍さ見られ、崩れ落ちるように倒れ込んでいる。血圧98/73mmHg 脈拍56（微弱）横臥後は直ぐに意識が戻っており、「意識が薄れてふらっとした」と話している。体調は10分ほどで回復したと話しているが、顔面蒼白は続いている。最近の食生活としては、コレステロールが気になり極端に摂取量を減らしてバランスの悪い食事を繰り返していたと話されている。昼食は全量摂取しているが、朝から空腹感が常にあったとの事。食事バランスだけではなく、摂取量も見直す必要があることを伝え、食事に1品追加するよう促している。

・細越　定生　様～栄養指導プログラムで外食メニューの選び方について説明を行うと「スタッフはそんな立派な事を言って責任を取れるんですか」など、興奮して話されている。他者に対するプログラム進行の妨げになる事を説明するが、聞き入れる事が出来ない。プログラムテキストを作ったスタッフに不満を話すとの事。

・大久保　康弘様～昨日午後から、「自分は特別な存在で八戸を背中に背負っている」「自分の目は進化しているから悪魔が見える」と話している。又、両手の第２指の爪からテレパシーが入ってくると訴えている。「ここから悪魔が入ってくるんです」と話され、訴えている場所には切傷と出血痕が見られている。自傷の有無については確認しているが、返答をはぐらかしている。

　　　　　　　　　本日外来受診し、内服薬変更となっている。同行受診したグループホーム世話人より、本人のポケットに錠剤が3個入っていた事、昼食後薬1包、夕食後薬1包の薬包があったと情報を受けている。本日の昼食後よりスタッフの目の前で服薬する事、飲み込むまで確認する事となっている。

　　　　　　　　　また、昨日は1時間しか眠っておらず、昼食後に静養室で休養するよう促すが、ベッド上に立ち天井をいじるような仕草をしたり「月が見たい」と静養室を出てきたりと落ち着かない様子が見られている。今後も引き続き様子観察していく。

・青木　紀子　様～本人より「最近、起きる事は起きるがニ度寝してしまう」と訴えがあり、担当医へ相談しても薬のせいではないと言われたとの事。土.日曜日は二度寝はしないと話されている。起きた時に喫煙するとすっきりする為、喫煙しようかとも考えているとの事。

　　　　　　　　　また、夜間トイレに行きたくなり目が覚めた時に尿漏れしてしまう時があるとの事。他言して欲しくないと話されている。

・清水　泰雅　様～13：30「胃がムカムカする」との理由で欠席すると連絡あり。

＜事例検討＞

松川　順子様（32）統合失調症、　デイケア利用日：月・水・木・金　利用率85～100％

検討内容
評価と目標・計画の見直し

長期目標
単身生活の継続　※就労について現在は考えていない

中期目標

生活全般においての自己管理を行う。
短期目標
①来所を継続し、遅刻する際には自ら早めに連絡をする事が出来る。

②単身生活による生活状況や不安事について報告や相談が行える。

③来所時と帰宅時に自ら挨拶を行う。

治療計画

①自身にとって可能な到着時間で来所し、遅刻する際にはできるだけ早めに連絡を入れるよう促す。できた際には評価し伝え、出来なかった際には振り返りを行う。

②単身生活による生活状況や不安事の有無を具体的に問いかけ確認する。必要に応じて具体的な対処法の検討を共に行う。（遅刻しないよう時間に余裕を持ち、やるべき事一つ一つに要する時間を意識し行動するよう促す）

③来所時と帰宅時に自ら挨拶ができた際には評価し伝える。

現　状

1 について

・殆ど毎回遅刻している。

・朝の時間の使い方にルーズさがある。

・来所する時間設定を行うとストレスとなる事がある。

・最近は、定時前に遅刻の連絡が出来ている。

2 について

・本人が分かりやすいように噛み砕いて説明している。

・現在、食事作りは行っていないとの事。理由として、無理をしたくないと話されている。

・青山荘とデイケアでバランスの良い食事を摂っている為、食事作りについては本人のペースに合わせて対応していく。

③について

・本人の希望により組み込んでいるが、出来ている事を本人へ伝え、今後も組み込んでいくのか確認する。

その他

・環境が変化すると病状が不安定になる可能性がある。

結果
・長期目標として、再発せず単身生活を継続して行うとする。
・病状悪化時は、無為・自閉となる為、①病状の変化に自分で気付く事を中期目標へ取り入れる。

・無為・自閉とならないように②生活リズムを整えるを取り入れる。

・短期目標は、①は病状に関する内容にする。②は現状。③は本人と話し合い確認する。

＜外来情報＞

・大久保　康弘様～診察時には「大丈夫です。」とのみ発言している。表情硬く眼光の鋭さがみられ、薬剤調整を行っている。経過観察との指示がある。

・高柳　和子　様～表情穏やかで、調子はよいとの事。買い物に行った事を話される。

